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第 ４ 次
行 政 改 革
（Ｈ17～Ｈ21）

職員数43人の削減

債務（町の借金）約34億円の削減

　課や係の業務と人員配置の見直し、59歳退職勧奨の実
施や民間委託の推進などにより、職員数は目標を２人上回
る43人の削減になりました。平成22年４月１日現在での
職員数は150人となっています。この職員の削減を含めた
人件費の削減額は５年間で約９億8,700万円となっていま
す。

　緊急度・優先度の高い事業から厳選して行い、残高を減
らしていくことで、財政運営の健全化に努めてきました。
臨時財政対策債（※１）を除く地方債は、計画的な発行と
償還により目標を６億8,000万円上回る34億1,000万円の
削減が行われ、平成21年度末の残高は57億2,000万円と
なりました。
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※１　臨時財政対策債：国が臨時に制度化した起債で、後年に国から全額交付さ
れるため、町の負担のない起債をいいます。

　

町
は
、
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
と
行
政
改
革
推
進
実
施
計
画
（
実

施
計
画
・
93
項
目
、
計
画
期
間
・
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で

の
５
年
間
）
に
基
づ
い
て
行
政
改
革
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
５
年
間
で
19
億
８
９
０
０
万
円
の
財
政
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
町
が
行
っ
た
行
政
改
革
の
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５
年
間
で　
　

億
円
の
財
政
効
果

19

財政効果は19億円 計画の実施率は74.7％
　財政効果は、職員数の削減による人件費の減少や民間委
託の推進による管理経費の減少などにより、目標をやや上
回る19億8,900万円となりました。

　93項目の推進実施計画は、各部門で平成21年
度末までに66項目を実施、７項目を一部実施し
ました。実施率（※２）は74.7％となっています。

H17～H20 H21 合　計

計　画　額 136,300 61,400 197,700

実　

績　

額

歳入増加額 7,600 2,700 10,300

歳出減少額 131,500 57,100 188,600

合計実績額 139,100 59,800 198,900

計画達成率(％ ) 102.1％ 97.4％ 100.6％

単位:万円

項　目

①

内　　　　　訳 実施率

（％）
実　施
②

一部　
実施③

準備・
検討中

未着手
未達成

93 66 7 15 5 74.7

※２　実施率＝②＋（③÷２）÷①×100

　

僕
は
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
友
達

に
こ
う
手
紙
を
書
い
た
。

  

「
学
校
で
は
、
生
徒
が
宿
題
を

や
ら
ず
に
成
績
が
落
ち
た
と
し
て

も
、
生
徒
に
対
し
て
あ
ま
り
厳
し

く
言
わ
な
い
。
良
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
て
で
き
る
だ
け
ほ
め
る
。
こ

の
こ
と
に
疑
問
に
思
っ
た
ら
、
日

本
に
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
僕
の
仕
事
）

の
複
雑
な
気
持
ち
が
わ
か
る
だ
ろ

う･･･

」

  

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
た
ぶ
ん
僕

が
愚
痴
ば
か
り
言
う
な
あ
と
思
う

だ
ろ
う
。
あ
え
て
僕
は
、
ア
メ
リ

カ
で
経
験
し
た
こ
と
と
比
べ
て
い

る
だ
け
。
ア
メ
リ
カ
に
は
人
種
差

別
が
ま
だ
存
在
し
、
人
種
間
の
緊

張
が
い
つ
も
あ
る
。
僕
も
差
別
さ

れ
た
経
験
が
い
く
つ
か
あ
る
。
学

喝

57

ディビット・マナーリオディビット・マナーリオ
（指導主事助手・32歳）（指導主事助手・32歳）

校
で
は
勉
強
し
な
い
で
、
教
養
な

ん
か
必
要
な
い
と
考
え
る
生
徒
を
、

一
番
注
意
す
べ
き
だ
と
思
う
。
彼

ら
は
暴
れ
た
り
、
暴
力
を
振
る
っ

た
り
す
る
傾
向
が
強
い
か
ら
だ
。

  

ア
メ
リ
カ
で
は
、
生
徒
同
士
の

殴
り
合
い
は
よ
く
発
生
し
た
。
僕

は
今
ま
で
男
子
対
男
子
、
女
子
対

女
子
、
女
子
対
男
子
の
殴
り
合
い

を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
殴
り
合
い

を
し
て
い
る
女
子
二
人
を
離
そ
う

と
す
る
先
生
が
殴
れ
ら
れ
た
と
い

う
場
面
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。
い

す
を
使
っ
て
け
ん
か
し
て
い
る
生

徒
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
生

徒
が
学
校
に
銃
を
持
っ
て
来
た
の

を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
学
校
で
た

ば
こ
を
吸
う
生
徒
、
酔
っ
て
い
る

生
徒
、
大
麻
で
う
っ
と
り
と
し
て

い
る
生
徒
を
見
た
こ
と
が
あ
る

･･･

な
ど
な
ど
。

  

そ
ん
な
経
験
を
し
た
僕
は
、
葛

巻
の
子
ど
も
の
文
句
「
あ
ぁ

〜
、
宿
題
が
あ
る
。
面
倒
く
さ
い

････

」
を
聞
く
と
、
さ
っ
き
話
し

た
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
こ
と
と
比

べ
て
、
僕
の
学
生
時
代
の
大
変
な

こ
と
が
も
し
「
宿
題
」
だ
っ
た
ら
、

と
っ
て
も
簡
単
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　

９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
竹

川
高
行
さ
ん
（
55
歳
・
正
路
）

が
教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
22
年
10
月
１

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
の
教
育

委
員
長
職
務
代
理
者
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

竹
川
高
行
さ
ん
再
任

　

県
立
葛
巻
高
等
学

校
（
高
松
博
明
校

長
・
生
徒
１
６
３
人
）

に
は
町
外
か
ら
の
生

徒
20
人
が
通
学
し
て

い
ま
す
。
内
訳
は
久

慈
市
か
ら
17
人
、
岩

泉
町
か
ら
３
人
で

す
。
通
学
手
段
が
な

い
こ
と
か
ら
、
葛
巻

高
校
存
続
期
成
同
盟

会
（
西
島
康
次
会

長
）
が
手
配
す
る
バ

ス
で
通
学
し
て
い
ま

す
。
岩
泉
町
か
ら
通
学
し
て
い
る

１
年
の
男
子
生
徒
は
「
部
活
動
ま

で
き
ち
ん
と
や
っ
て
帰
れ
る
の
で
、

と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
通

学
手
段
の
確
保
の

た
め
、
町
内
で
は

西
部
方
面
、
北
部

方
面
か
ら
町
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
利

用
し
て
生
徒
が
通

学
し
て
い
ま
す
。

　

葛
巻
高
等
学
校

教
育
振
興
協
議
会

（
鈴
木
重
男
会
長
）

は
、
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た

め
通
学
助
成
や
、

平
成
14
年
か
ら
導

入
し
て
い
る
中
高

一
貫
教
育
な
ど
の
充
実
の
た
め
連

携
事
業
へ
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
同
校
３
年
生
は
就
職
や
進

学
な
ど
進
路
決
定
の
時
期
が
到
来
。

進
路
実
現
の
た
め
、
ひ
と
り
ひ
と

り
に
行
き
届
い
た
葛
巻
高
校
な
ら

で
は
の
、
き
め
細
や
か
な
授
業
と

丁
寧
な
進
路
指
導
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

生
徒
の
個
性
や
可
能
性
を
伸
ば

す
た
め
、
地
域
と
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
一
体
と
な
り
魅
力
的
な
学
校
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨年から給食の導入で、保護者の負担も軽
減されています

現在、葛巻高校へ

町外から生徒20人が通学町外から生徒20人が通学

送迎バスから降りる町外から通学する生徒

こ
の
文
章
は
、
デ
イ
ビ
ッ
ト
さ
ん
が
日
本
語
で
書
い
て
い
ま
す
。


